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1. はじめに     

 キャベツは,日本の食文化において重要な野菜の一つで

あり,家庭用・業務用を問わず広く消費されている（農林水

産省, 2023）[1].キャベツの購買行動は,品種,加工形態,ブラ

ンドといった要因によって異なり,さらに季節的な影響を

強く受ける（日本青果物卸売協会, 2022）[2].近年の気候変

動やライフスタイルの変化により,生鮮食品の購買動向は

変容しつつあり（OECD, 2023）[3],食品業界においては需要

の正確な予測と,それに基づく流通戦略の最適化が求めら

れている.特に,キャベツ市場では,春キャベツの需要が特定

の時期に集中する一方で,加工品キャベツは年間を通じて

安定した需要を示す傾向がある（佐藤・田中, 2021）[4].本

研究の目的は,キャベツ市場における消費者の購買行動を

時系列データに基づいて分析し,各カテゴリの購買特性お

よび季節変動を明らかにすることである.特に,(1) カテゴ

リ別の消費特性の違い,(2) 季節変動の影響,(3) 流通チャネ

ルごとの購買行動の違いに焦点を当て,キャベツの需要変

動のメカニズムを解明する.本研究は,キャベツの購買行動

に関する体系的な分析を通じて,需要予測の精度向上に寄

与するとともに,食品メーカーや小売業者のマーケティン

グ戦略および流通計画の最適化に資するものである.さら

に,食品ロス削減や持続可能な供給戦略の策定にも貢献す

ることが期待される（FAO, 2023）[5].以下では,先行研究を

概観したうえで,本研究の位置づけと貢献を明確にする. 

2. 先行研究 
キャベツを含む生鮮食品の購買行動は,消費者の意思決

定プロセスや市場の需要変動に関して多くの議論がなされ

てきた.特に以下の 3 分野において研究が進んでいる. 

2.1 生鮮食品の購買行動 

生鮮食品の購買行動は,価格・品質・ブランドに加え,ライ

フスタイルや世帯構成に影響される（井上, 2020）[6].食の

簡便化志向が加工品の需要を押し上げ,単身世帯でカット

野菜の利用が増加している（林, 2019）[7].また,健康志向の

高まりにより,オーガニックや地産地消のキャベツが人気

を集めている（山田, 2021）[8]. 
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2.2 季節変動と食品市場 

季節要因が食品購買に与える影響は,天候や気候変動と

の関連で分析されている（Smith et al. 2021）[9].例えば,気温

上昇は特定野菜の消費を促進し,降水量増加は購買頻度の

低下をもたらす（Jones & Taylor, 2020）[10].キャベツ市場で

は,春キャベツの需要が春季に集中する一方,加工品キャベ

ツは年間を通じて安定した需要を示す（日本農業経済学会, 

2022）[11]. 

2.3 流通チャネル別の購買特性 

流通チャネルによって購買特性は異なり,コンビニでは

単身世帯向けの少量パックやカット野菜が人気で,スーパ

ーマーケットでは生鮮キャベツが主流である（高橋, 2023）

[12].EC 市場の拡大により共働き世帯を中心にオンライン

での生鮮食品購買が増加している（Anderson & Lee, 2022）

[13]. 

2.4 本研究の位置づけと貢献 

従来の研究は生鮮食品の購買行動や季節変動,流通チャ

ネル別の消費傾向に関する個別の分析が多いが,キャベツ

市場に関する包括的な研究は少ない（鈴木, 2021）[14].本研

究は,これらの要素を統合的に検討し,時系列データを用い

て季節変動の影響を定量的に分析することに新規性がある

（藤本, 2023）[15].さらに,天候データや流通データを組み

合わせ,考察することで,実務的な示唆を導き出す（Brown & 

White, 2023）[16]. 

3. データ 

本研究では,経営科学系研究部会連合協議会主催,令和 5

年度データ解析コンペティションで日本経済新聞社から提

供された日経 POS 情報の飲料 POS データを利用する.各デ

ータセットには,日付,購買チャネル,商品名,メーカー,ブラ

ンド,カテゴリ,購入金額,購入個数などの情報が含まれてい

る. 

4. 分析手法 

本研究では,キャベツの購買行動の変化を定量的に分析

するため,以下の手法を用いる. 

4.1 データ前処理 

キャベツに関するデータを抽出し,商品名の特徴に基づ
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いて生鮮キャベツ,加工品キャベツ,県名キャベツ,春キャベ

ツに分類する. 

4.2 時系列分析 

各カテゴリの売上金額を日次で集計し,2021-2022 年と

2023-2024 年の購買傾向を比較する.時系列データを可視化

し,購買動向の変化を分析する. 

4.3 季節性の比較 

春キャベツの売上推移を分析し,両期間における消費動

向の変化を評価する. 

4.4 価格変動の影響 

購入金額を単位数量で除して平均単価を算出し,価格変

動が購買行動に与える影響を評価する. 

4.5 加工品の需要変化 

加工品キャベツの売上推移を分析し,時短ニーズや単身

世帯の増加が消費行動に与える影響を考察する. 

5. 分析結果 

本研究では,4 種のキャベツの売上推移と季節別の顧客数

割合を分析した. 

 

図 1 売上推移と季節別の顧客数割合 

 

売上推移に関して,生鮮キャベツと加工品キャベツは安

定した売上を維持している一方,春キャベツは春季に限ら

れた販売傾向を示し,2022 年には売上が増加した.県名キャ

ベツは特定の期間に売上が集中する特徴を示した.季節ご

との比較では,加工品キャベツは春季に顧客数が最も高く

（28.90%）,県名キャベツは夏季に需要が集中（39.03%）し

ている.春キャベツは春季に 100%の需要があり,生鮮キャベ

ツは年間を通じて均等に消費される傾向が見られた. 

6. 考察 

春キャベツは春季に消費が集中しており,2022 年の売上

増加は認知度の向上や市場の変化に起因すると考えられる.

加工品キャベツは春季に需要が増加しており,これは新生

活や行楽シーズンの影響と,時短ニーズが高まる単身世帯

や共働き世帯の購買が関連していると考えられる.県名キ

ャベツは夏季に需要が集中しており,特定地域の出荷タイ

ミングと地域ブランドの影響が考えられる.生鮮キャベツ

は年間を通じて安定した消費が見られ,基礎食材としての

需要が確立しているため外的要因の影響を受けにくいと考

えられる. また,2022 年春の気温上昇は春キャベツの売上

増加を促し、猛暑時には県名キャベツの需要が高まる傾向

が確認された.ゆえに,気象予測を活用した生産・販促計画

の調整や、供給リスクを考慮した流通の分散化が求められ

る。 

7. 結論 

本研究は,キャベツ市場の購買行動を分類し,時系列分析

を通じて季節変動や流通チャネルの影響を明らかにした.

特に,春キャベツの需要集中や加工品キャベツの春季需要

増加を定量的に示し,食品メーカーや小売業者の販売戦略

に貢献する.また,県名キャベツの季節特性を活かした地域

ブランディングや地産地消の促進にも寄与する.さらに,購

買行動のデータ分析により,食品マーケティングや需要予

測モデルの精度向上に資する知見を提供した. 
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